東村山第六中学校演劇部　　都大会上演台本　


作　浅田　　七絵
登場人物
菱川秋恵　【美術部３年生】

長谷川彩世【美術部３年生】

水島千早　【陸上部３年生】

占部美空　【元料理部３年生】

鬼ごっこの少女１、２
小学生の秋恵

小学生の千早

小学生の美空
田中っち　【一応３年生】

莉奈　　　【陸上部３年生】

大地くん　【陸上部３年生】
医者１、２
彩世の母
彩世の兄

犬のお巡りさん
迷子の子猫ちゃん
森のオオカミ
レフェリー
おばあちゃん

通行人、コロス・・・多数

第１場〔夢　小学校〕
音楽。幕が上がる。下手から鬼ごっこの少女１が走ってくる。舞台中央で止まる。
鬼ごっこの少女１　え？ちょっと、どっち！？
鬼ごっこの少女２も下手から走ってくる。中央で止まる。
鬼ごっこの少女２　大丈夫、鬼じゃないよ。
鬼ごっこの少女１　なんだ。おどかさないでよ。いま誰？鬼。
鬼ごっこの少女２　秋恵ちゃん。
鬼ごっこの少女１　秋恵ちゃんかあ。（ホッとする）
鬼ごっこの少女２　やばいやばい！こっち来るよ！（上手奥を見て）
鬼ごっこの少女１　えーこっちこないで～！待ってよ～。（追う）
少女たち去るのと同じ方向(上手奥から下手前の袖)に向かって、大勢の子供たちが走りぬける。
子供たち　わあー！
小学校時代の秋恵が子供たちのあとを追う。
小学生秋恵　待ってぇ～。
小学校時代の秋恵、下手前の袖に走りぬける。
子供たち（声のみ）きたぞー！

子供たち下手側の袖から上手側の袖に走りぬける。小学校時代の秋恵も続く。
子供たち　わあー！
小学生秋恵　待ってよお～。（舞台中央で息を整える）
数人の子供たち、立ち止まっているのにちょっかいをかけるかのように近くを走り抜けたりする。秋恵は捕まえられない。

子供　へーい、こっちこっち。

小学生秋恵　もうやだぁ、鬼ごっこやめる～。（泣く）
小学校時代の千早と美空が助けに来る。下手側のみ照明。
小学生千早＆美空　秋恵ちゃん！
小学生美空　秋恵ちゃん、泣かないでよぉ。
小学生秋恵　私じゃ追いつけない～（泣く）
小学生千早　あたしが鬼、替わってあげるよ。
小学生美空　それがいいよ。千早ちゃんならみんな捕まえちゃうよ。

小学生秋恵　だって・・・そんなのズルじゃん～（泣く）
小学生千早　大丈夫、三人のヒミツ。ね、美空？

小学生美空　うん！だからもう泣かないで？一緒にあそぼ？

小学生秋恵　・・・千早ちゃん、美空ちゃん、ありがとう。

小学生千早　何いってんの、当然でしょ？
小学生美空　親友だもん！

小学生秋恵　そうじゃなくて、いつも助けてくれるから。だから、、ありがとう！

小学生千早　あ、いいこと思いついた！

二人　なに？

小学生千早　三人で鬼になろうよ。三人で追いかけるの。

小学生美空　それならどう？秋恵ちゃん。

小学生秋恵　なんか運命共同体みたい。

小学生美空　いいね！運命共同体。

小学生千早　よし、いくよ！秋恵！
二人、舞台下手側でストップモーションでシルエット。
上手側だけ照明。そこに中学生になった秋恵が出る。
秋恵　菱川秋恵です。第六小学校からきました。特技は・・・ありません。趣味は、えーっと、絵を描くことです。
拍手が聞こえる。彩世が下手の方向から登場。

彩世　菱川さん？だよね？

秋恵　えっと・・・

彩世　第四小の長谷川彩世。

秋恵　長谷川さん。

彩世　菱川さん、絵が好きなの？

秋恵　うん、まあ。

彩世　私も絵、好きなんだ。だからよろしく。

秋恵　うん！よろしく。

彩世　でさ、菱川さんはもう部活決めた？

秋恵　まだ、なんにも。

彩世　じゃあさ、一緒に入らない？美術部。

秋恵　美術部？

彩世　うん、一緒に絵を描こうよ。放課後見に行かない？
秋恵　行ってみようかな。
彩世　よかった！一人で心細かったんだ。あ、彩世って呼んで。

秋恵　あ、じゃあ、私は秋恵で。

彩世　これからよろしくね、秋恵！（握手を交わす）
ストップモーション。中央(前)にサス。秋恵だけ動く。
秋恵　私は最近夢を見る。夢はたいていすぐに消えてしまう。だけど心には淡い感情としてじんわり残る。今日は懐かしい夢を見た。三年前の懐かしい夢。みんな一緒に、ただ前に歩いていればそれでよかった、三年前の私たちの夢。
第２場〔現実　学校〕
チャイムが鳴る。時が経ち中学３年生になっている。ここは学校の廊下（玄関ホール）のベンチ。一斉に生徒たちが舞台に出る。千早・美空は秋恵、彩世のそばに集まる。昼休みらしく、ベンチの後方では生徒たち（通行人）が行き交う。
三人　夢？

秋恵　そう、夢。懐かしかったよ！みんな小学生なんだ。それで、いろいろ遊ぶの。

千早　何してたの？
秋恵　最初は鬼ごっこ。私も捕まっちゃうんだけど、最後は私が千早ちゃんを捕まえてもう一回鬼にするの。

千早　えー！ありえない。
美空　ねえねえ、美空は出てこなかった？

秋恵　いたよ。それでその後は・・・なんだっけ？うーん、なんかよく覚えてない。

彩世　小学校の時の夢か。じゃあ私は出てこないね。
秋恵　でもね、起きてからすっごく昔が懐かしくなってさ、彩世ちゃんと最初に会ったときのこと、思い出したよ。
彩世　最初？

秋恵　私を美術部に誘ったときだよ。話しかけてくれたでしょ？

彩世　え、あの時、私から話しかけたんだっけ？

秋恵　そうだよ。知らない人ばっかで緊張してたからよく覚えてる。

彩世　そうだっけ？
秋恵　そうだよ！今日は良い夢見たからさ、気分がいいんだ！

千早　いいなあ。あたしなんて悪夢だよ、悪夢。砂漠にいるの。
美空　砂漠？
千早　一生懸命走るんだけど、うまく脚が前に進まないで、どんどん砂に埋まっていくんだよ。
彩世　千早でもそんな夢みるんだ。
千早　試合の前なんかしょちゅうね。
秋恵　毎日毎日、部活で走ってんのに、夢の中でも走るんだ。
千早　ホントそれ！ 
美空　ねえ、夢占いって知ってる？夢占い！
三人　うわー！
千早　でたよ、美空の占い話。

美空　ちょっと待ってて。教室からとってくる。

美空、走り去る。

秋恵　ホントに占い好きだよね、美空ちゃん。
千早　よく飽きないよ。今度のブームは長いね。
三人組の女子生徒が走り去る。

女子生徒　バレーボールしようよ。

千早　うちらもたまには校庭で遊ぼうよ。

彩世　私はいいけど、秋恵、嫌でしょ？

秋恵　うん。ここがいい。

千早　ホント好きだよね、ここ。

秋恵　うん。このベンチ好き。

千早　毎日毎日ベンチ占領してるんだからさ、たまにはいいじゃん。
秋恵　運動嫌いだもーん。

彩世　ねえ、秋恵、あれ持ってきた？

秋恵　うん。持ってきた。

千早　何？あれって。

秋恵　今年の文化祭で描く絵のモチーフ。

千早　今から文化祭？まだ夏休み前じゃん。
彩世　私たち今年は受験生でしょ？夏休みにたくさん活動できないから、早めに準備するんだって。
千早　勉強なんてやだやだ。あたしはいいや引退してからで。
秋恵　もうすぐだね、大会。夏休み中？
千早　そう！大会終わったら引退だよ。なんかピンとこないや。

彩世　ねえ、秋恵、見せてよ。
秋恵　うん。これ。（彩世に写真を渡す）
彩世　へえ、いいね。
千早　何描くの？

秋恵　風景画。

千早　どんな？

秋恵　田舎の道。去年の夏休みにね、旅行に行ったときにみた景色なんだ。ほら、この写真。（写真を彩世から千早へ）
千早　うわ「道」だ。なーんにもない。
秋恵　でしょ？

千早　これ、どこ？ 
秋恵　北海道。

千早　外国かと思った！こんなまっすぐな道、日本にもあるんだ。（写真を返す）
秋恵　うん。（写真を彩世に渡して）前も後ろも車がいなくてさ、先が見えないくらいずーっとまっすぐでさ、気持ちよかったんだ。何かいいなって思って。

彩世　空も真っ青できれい。

秋恵　ここにちっちゃく牛がいるでしょ？
彩世　牧場なんだ！うん、いいんじゃないかな？
千早　これを描くんだ。
秋恵　そう。今年は彩世ちゃんと共同制作するんだよ。
千早　二人で描くの？そんなことできるの？
彩世　私たちも始めてなんだけどさ、一回くらい二人で描いてみたいねって。

千早　いいなあ、二人は絵が上手くて。
秋恵　私は彩世ちゃんに比べたら全然だよ。全然。
千早　私に比べたらあんたも上手いよ。
秋恵　そりゃあ、まあ、一応私だって美術部だし？
千早　あ、ドヤ顔。
秋恵　だけどさ、彩世ちゃんは本当に凄いんだよ。センスが違うの。何で、こんな構図が思いつくのってやつばっかりでさ。ホント、分けてほしいよ、その才能。
彩世　そんなことないって。平凡です平凡。
美空、本をたくさん抱えて戻ってくる。
美空　お待たせ～！
彩世　うわ、こんなに？
彩世　全部占い？
美空　そうだよ。これが血液型占いで、これが星座占い。こっちはタロット占いで、これが・・・
彩世　これ、全部学校に持ってきてるの？毎日？
美空　そうだよ。美空の朝読書。
千早　ちゃんと字のある本を読みなさいよ、小説とかさ。
美空　ひどいなあ！ちゃんと字、書いてあるもん！
彩世　うちじゃ却下されるね。
秋恵　美空ちゃんのクラスは自由だね。

千早　朝読書ってのはねえ、こんなくだらない占いじゃなくて･･･。
美空　くだらないって言った？あっそう。ふーん。・・・わかった。千早、生年月日は？
千早　十月十日。
美空　（本のページをものすごい勢いでめくる）
千早　なんか怖いんだけど。
彩世　占いってなると人が変わるよね。
美空　でました。
千早　･･･な、何よ。
美空　占いの結果によると、『あなたは、自分の気持ちを表現するのがあまり得意ではないようです。そのため片思いで終わる恋も多かったかもしれません。そんなあなたにも、この年転機が訪れます！まもなく幸せに包まれることでしょう。その運命の相手はなんと！』
三人　なんと？
美空　『意外にも、あなたのすご～く身近にいる人でしょう。ザ・灯台下くら～し！』
千早　まじで？

美空　『運命の相手と出会いはすぐそこです。あとはあなたが目を開けばいいのです』以上。
三人　まじで～！
秋恵　いいなあ千早ちゃん！
千早　いやあ、まいったなあ。

美空　あ、でも千早はぁ、信じないんだっけぇ？占い？
千早　いや、信じる信じる！信じます！
美空　「くだらない」って言われちゃったしなぁ。
千早　もう言いません！信じますって！心から！
彩世　でもさ、誰なんだろ･･･千早の運命の相手って。
秋恵　身近なところなんだよね。
千早　意外にその辺にいたりして。
少し端っこに隠れ、廊下を通る人を興味深々で見る４人。ところが、周りにいる男子は、みんな痛い。最後に田中っちが出てくる。千早に用事があって話しかけるが、馬鹿丸出しな様子。田中っちは去っていく。
三人　ちょっと、ちょっと～。
彩世　だれ？
秋恵　千早ちゃんのクラスの田中っち。
彩世　ああ、あの人が。よく怒られてるよね。

美空　いまのじゃない？運命のお相手。
千早　いや、それだけはやめて。
秋恵　でも田中っち、悪い人じゃないよ。
千早　だって、馬鹿全開じゃない。馬鹿は嫌なの。馬鹿は！
彩世　でもさ、ねえ？
三人　「灯台もと暗～し」
千早　ああ！もう！本当、キレるよ！まじで！
秋恵　ああ～ごめんごめん。キレないで。
彩世　冗談。冗談だって。それより、美空、夢占いじゃなかったの？
美空　あ、そうだったそうだった。すっかり脱線しちゃったね。
千早　どうやって占うの？
美空　えっとねぇ。その夢の中で一番印象に残っているものを教えてくれる？
秋恵　えーと、じゃあ、「鬼ごっこ」
美空（ページを開いて）･･･あった。『鬼ごっこ。不安。我慢の時。鬼ごっこは常に鬼の人から逃げなければなりません。逃げる自分がなかなか前に進めない夢を見たときには、人生の停滞期です。未来に対するやっかいな障害。』
秋恵　えー、あんまりいい夢じゃなかったんだ。
彩世　秋恵、実は「停滞期」？
秋恵　まさか。障害なんてないよ。我慢もしてない。
美空　夢占い、けっこう面白いでしょ？
彩世　深層心理っていうんでしょ？そういうの面白いよね。
美空　他には何かない？みんな昨日はどんな夢をみたの？

千早　あ、じゃあ・・・「砂漠」！

第３場〔夢　千早〕

音楽。舞台上には千早が一人、陸上の長距離走をしているマイム。

千早　私も最近夢を見る。試合前の私は夢の中でいつも走っている。放課後も毎日走ってるのに、夢の中でも走ってる私は、どれだけ走るのが好きなんだよって思う。走りながら、うすぼんやり、心のどっかで「あ、これ夢だ」ってわかってるときもある。たいていわかるのは、夢の後半。だって夢の中の私は全然疲れない。
千早、下手に去る。舞台上には、陸上部の練習風景。

莉奈　（出てきて）お疲れ。

千早　（再度出てきてゴールする）よっ。

莉奈　いいよー、タイム！これ自己新更新したんじゃない？

千早　いくつ？

莉奈　4:32.58これ全中狙えるよ。

千早　マジで？ホントに？ 
莉奈　任せときなよ。ちゃんと計ったってば。

千早　やった。いやあ、自分でも今のスタートはうまく入れたと思ったんだよね。
そこに後輩の集団が出てくる。

後輩１　せんぱ～い！
莉奈　　みっちゃん。みんなどうしたの？

後輩２　先輩、みんなでコレ、作ったんです。

後輩３　お守り。

後輩４　先輩が全中行けますようにって。

後輩５　私たち、応援に行けないから。

後輩６　これを、私たちだと思って連れて行ってください！

後輩達　応援してます！（包みを渡す）

千早　嬉しい！ありがとう。

後輩１　応援行きたいなあ。
莉奈　さすがに無理でしょ。今年は遠いからね。
後輩２　でも、先輩たちは行くんでしょ？
後輩３　いいなあ。

千早　（包みを開けて）す、すごいの作ったね…。（何とも言えない人形が出てくる）

莉奈　普通さ、普通のお守りとか、身に着けられる小っちゃいの作らない？

後輩４　普通じゃつまらないんです！

後輩５　気持ちの分だけ大きくなっちゃいました！

後輩６　これを私たちだと思ってください。

後輩達　がんばってください！（去っていく）
千早　確かに、すさまじいインパクトは受け取った。

莉奈　夏が終わったら引退だね、うちら。

千早　うん。練習付き合ってくれて嬉しかった。ホントはみんな夏期講習で忙しいじゃん？なんか悪いなって。

莉奈　何言ってんの。チームでしょ？千早が関東大会まで行ってくれて、それで引退延びて嬉しいんだから。うちらの夏はまだ終わってないっ！てさ。
千早　ありがと。

莉奈　絶対全中まで行ってよね。そしたらまだまだ続くんだから。

千早　うん。がんばる。
そこに大地がやってくる。

大地　千早、調子いいって？
千早　自己新出ちゃった。

大地　マジで？いまからそんなに上げて大丈夫か？決勝にまで溜めとけよ。てか、何？その人形。

千早　ああ、これ。なんかお守りなんだって。一年生たちが。
大地　すげーな。なんかの呪いかと思った。

三人で笑う。ストレッチをはじめる千早と大地。
大地　・・・そうだ。俺も村山学院、受けようかなって思う。
千早　え、大地も？

大地　やっぱ、この辺で本気で陸上やりたかったら村山学院でしょ。

千早　だよね。スポーツ科？

大地　今度練習会に行ってみようと思う。もしだめでも一般受験で受ける。

莉奈　なに？あんたそんなに頭いいの？

大地　まあ、なんとかなりそう？

千早　うわ、ずる～。私だったら絶対に無理だ。
大地　千早にはスカウトくるでしょ。全国レベルなんだからさ。

千早　どうなんだろ。
莉奈　まずはめざせ全国大会だね。
千早　なんで毎日毎日走ってるんだろうね。こんなにキツイのに。
莉奈　千早でも辞めたくなったりするの？
千早　タイム伸びないときはね。

大地　わかる。俺には才能ないとか思っちゃうよな。
千早　高校行ったら、もっとレベル上がるじゃん。やっていけるのか怖くなる。
大地　俺も頑張るからさ。絶対一緒に村山学院入ろうぜ。でさ、千早、もし入ったらさ・・・
千早　え？

大地　いや、何でもない。

音楽。なんかぎくしゃくしたモード。莉奈、察してその場を静かに去る。

千早　言いかけてやめないでよ。
大地　いや、何でもねーよ。

千早　言いなよ。

大地　言わねえよ。

千早　男でしょ！はっきりしなさいよ。

大地　一緒に陸上部入ろうなって言おうとしただけだよ。

千早　当たり前じゃん。そのために行くんだから。馬鹿？

大地　うるせえな。そうじゃねえよ。一緒に陸上部入ったらさ、俺と・・・。

良いムードになる。

千早　（うつむいて）・・・うん。
声　あぶない！
スローモーションで円盤が飛んでくる。千早に当たって倒れる。音楽変わる。後輩達出て千早を取り囲む。

後輩達　千早先輩！
後輩１　どうしたの？

後輩２　円盤が千早先輩に。

後輩３　どこに当たったの？

後輩４　千早先輩の足に。

後輩達　すぐ病院へ行かないと！

役者たち、渦を描くように舞台上を走り、やがて病院に到着。医者１、医者２（田中）が出る。見守る後輩たちと大地。

千早　ここはどこ？

医者１　病院です。
千早　私はどうなったの？

医者１　円盤が当たりました。複雑骨折です。

千早　そんな、大会があるんです！
医者１　申し上げにくいのですが、大会はあきらめてください。

千早　・・・でも、治るんですよね？

医者１　残念ですが・・・陸上もあきらめてください。

後輩達　先輩！（泣く）
千早　どうしよう。走れないって。村山学院も行けなくなっちゃう。

大地　千早・・・。

千早　そんなの嫌だ！先生、なんとか、なんとかしてください！走れなくなったらどうしたらいいの？陸上以外に何をやればいいの？私何にもできない・・・（泣く） 
医者１　一つだけ治す方法があります。

千早　お願いします！
後輩達　お願いします！

医者１　あなたの脚を治せるのは、ここにいる彼しかいない。

千早　彼？

後輩達　彼？

医者２　（振り返って）私がその「彼」です。

千早　・・・田中っちだよね？何してんの？

医者１　私の息子です。私の息子があなたのオペをします。（医者２を指す）

田中　私があなたのオペをします。

千早　うそでしょ？だいたいあんた医者じゃないじゃん！

田中　僕、実は医者の息子だったんだよね～。

千早　絶対うそだ！

田中　何事も失敗はつきものです。失敗は成功の母！さあ、君たち何をしているんだ。

後輩達、千早を羽交い絞めにする。

千早　助けて～！

ストップモーション。千早、がばっと起き上がる。
千早　夢だ。
役者たち、袖に消える。

千早（立ち上がって）まただ。試合前はこんな夢ばかりを見る。走れなくなる夢。リアルすぎる。・・・すごく怖い。走れなくなったらどうしよう。私には何が残るんだろう。夢の後はすごく怖くなる。・・・だけど、もうひとつはっきりわかったことがある。私は走ることが好きだってこと。ずっとずっと陸上がやりたいってこと・・・心を決めた。もう負けない。もう迷わない。私はこの道で行くんだ。（去る）
第４場〔現実　学校〕

秋恵、彩世、美空がでる。ここは学校。いつものベンチ。
美空　『恋愛運。あなたの笑顔と明るさは、皆を幸福な気分にします。うん、わかる。あなたはかなりもてる女性です？それはどうかな？東南の方向に観葉植物を置くと吉。』

彩世　それ何？

美空　風水。

彩世　占いブーム去らないねえ。占い師にでもなっちゃえば？

美空　いいかも～！ねえ、どうやったら占い師になれるかな。

秋恵　弟子入りするとか？

美空　占い学校とかないのかな？毎日タロットの授業とかあるの。彩世　どっかの魔法学校じゃあるまいし。

秋恵　占い同好会とかならあるんじゃない？高校なら。

美空　その高校絶対いく！ないのかな、占い部！

彩世　あんたねえ、そんなんで高校決めるの？

美空　うん！だって好きなことやりたいじゃない。

彩世　ちゃんと見学行ったの？夏休み。

美空　行ったよ。村山南高校は制服かわいかった！

彩世　だから、もっとさあ。まじめに考えた方がいいって美空は。

美空　考えてるよ。美空はいいの、行けるところで。
秋恵　その先は？

彩世　秋恵、ほっときな。言っても無駄無駄。

秋恵　ねえ、それより千早ちゃんは？

彩世　部活だって。

美空　え、まだ部活出てるの？引退じゃないの？

彩世　スポーツ科行くから体力落としたくないんだって。
秋恵　だから千早ちゃん、最近ここに来ないんだね。
彩世　千早がいないとちょっと静かだね。
秋恵　うん・・・。
美空　千早といえば、最近大地くんといい感じだよね。
彩世　美空の占いが当たったね。
秋恵　あ、あの「灯台もと暗し」ってやつ？

彩世　きっとさ、大地くんも部活出てるんだよ、今頃。

美空　ねえ、二人は行かなくていいの？部活。
彩世　うん。今から行く。

美空　もうすぐだね、文化祭。

秋恵　だね。

美空　順調？

秋恵　うん、まあ。今年はけっこう、自信作。

美空　二人の合作、楽しみにしてるよ。じゃ、またね。
美空、去る。
秋恵　行こうか、彩世ちゃん。

彩世　秋恵。
秋恵　何？
彩世　夏休みにさ、行ってきたよ、原田学園。
秋恵　本当？芸術コース見学できた？
彩世　うん。やっぱりレベルが違う。卒業生も美大に進んだり、そっちの道で生きてく人が多いって言ってた。
秋恵　そっかあ。私も早く行ってみよ～っと。
彩世　秋恵はまだ見学してないの？ 
秋恵　彩世ちゃんが行くなら大丈夫だよ。あそこで三年間絵を描けたら、私ももっとうまくなれるかな？美術部も一緒に入ろうね。
彩世　秋恵は、絵描くの好き？
秋恵　うん！

彩世　嫌になったこと無い？

秋恵　ないよ。一度もない。

彩世　秋恵らしいね。秋恵の絵はかわいくてさ、色とかも弾けるみたいに明るくて。見てるだけで元気になる。

秋恵　そう？彩世ちゃんのは、かっこいいよね。大人っぽい。どうしてあんな表情が出せるのかな。

彩世　ああ、あの絵？

秋恵　同じもの見てるはずなのに、彩世ちゃんは私に見えないものを見てる気がする。

彩世　秋恵も私に出せない色を使うよ。

秋恵　そうかな。

彩世　秋恵の見えている色は、もしかしたら違うのかもしれないね。私よりもずっと明るくて、ずっと鮮やかかもしれない。

秋恵　不思議だね。同じ画材を使ってるのに。
彩世　絵ってさ、面白いなって思うんだ。みんな世界をもってる。
秋恵　世界？
彩世　秋恵は、秋恵だから描ける世界があるんだよ。それって、技術とかじゃないんだよ。
秋恵　技術じゃない？
彩世　うん。心なんじゃないかな、って思うんだ。
秋恵　心？
彩世　秋恵がどんなものを見て、どんなふうに感じて、どう思い出を作ってきたか。そういうのが全部合わさって「絵」になるのかなって。
秋恵　・・・難しいこと考えてるね、彩世ちゃんは。
彩世　私、秋恵の絵、好きだよ。
秋恵　ありがと。私も彩世ちゃんの絵が好きだよ。
彩世　私なんかよりもっと良いもの描く人なんてたくさんいるって。

秋恵　彩世ちゃんはすごいの！そんなこと言ったらだめ！ 
彩世　・・・秋恵は、どうして絵を描いてるの？
秋恵　なんでそんなこと聞くの？
彩世　何のために描いてるの？

秋恵　どうしたの、彩世ちゃん。
　田中出てくる。

田中　なあ、お前ら。頼むから俺を助けてくんない？
秋恵　何よ。
田中　今日提出のプリントあったじゃん？
秋恵　国語の？ 
田中　そうそう。あれ貸してくんない？

秋恵　ないよ。出しちゃったもん。

田中　お前もかあ。
秋恵　どうしたの？
田中　夕べさ、一生懸命やってたわけよ、頑張ってさ。

秋恵　めずらしいね。で？

田中　めっちゃ難しくて、全然分からなくて、うがーってなってさ。

秋恵　そんなに難しかったっけ？

田中　菱川は頭いいからだよ。俺には宇宙語なんだよ～。

秋恵　宇宙語って、感想文なんだから日本語じゃん。

田中　そうか！おれは宇宙人だったのか～！（去る）

彩世　田中っちは日本語も苦労してたんだね。
秋恵　ね。で、彩世ちゃん、何だったっけ？
彩世　うん。ごめん。もういい。（明るく）
秋恵　何か悩んでる？
彩世　大丈夫。（明るく）
秋恵　そっか。ほら、早く行こう！一本道が、私たちを待ってるよ。下絵まで終わらせないと！
　秋恵、走って去る。行きかけてその場に残る彩世。音楽。
第５場〔現実　彩世〕
彩世　私は最近夢を見ない。ぜんぜん夢を見ない。その代わりに夢の話をした。

兄、母が出る。長谷川家の食卓風景になっている。

彩世　私は兄に聞いてみた。お兄ちゃん、どうやって高校選んだの？兄の答えは簡単だった。
兄　自転車で行けるとこ。

彩世　他には？
兄　都立。だって、うち金ないじゃん。

彩世　やりたいことなかったの？

兄　やりたいこと？バイト。

彩世　うちの兄はお金が大好きだ。

兄　まあ、将来、金貯めてからやりたいことやるよ。

彩世　やりたいことって？

兄　保険に入る。老後の貯金をする。

彩世　高校生のくせに、妙に安定を好む。
母　彩世もできたら都立にしてよね。もう決めたの？

彩世　お母さん、どうしても都立じゃなきゃだめ？

母　都立にも美術部あるじゃない。

彩世　だって、設備がちがうもん。絵描くなら絶対原田学園だって。
母　彩世は絵描きになりたいの？

彩世　そこまでは考えてないけど・・・。

母　他にやりたいことはないの？

彩世　ないことはないけど。

兄　なになに？初耳じゃん。
彩世　兄に聞かれたくなかったからこう言った。お兄ちゃん、さっきお兄ちゃんの貯金箱割れてたよ。

兄　なにー！それを早く言え！（走り去る）
彩世　もちろん嘘だ。でも母には本当のことを言った。お母さん、私ね、本当は迷ってる。だけど、どっちもお金がかかる。

母　言ってみな？

彩世　私、心理学にも興味がある。勉強してみたい。
母　そっか。それは大学に行かないとね。
彩世　うん。でも、うちお父さんいないし。

母　彩世が本当にやりたいことなら、お母さん頑張るよ。

彩世　本当？

母　なんとかなる！彩世は、絵を描くのと、心理学の勉強で迷ってるの？
彩世　どっちかなんて決められないよ。どっちもやりたいんだもん。

母　今の彩世には「覚悟」が足りないね。
彩世　覚悟？
母　そう覚悟。どっちに進んでもいいよ。でもどんな世界も甘くない。そうでしょ？
彩世　・・・。
母　どんなに苦しくても、絶対にやりたいって、あきらめないっていう思いはあるの？
彩世　・・・よくわからないよ。
母　それを考えなきゃ。
彩世　そんなの今決められないよ。
母　今決めなくてもいいよ。でもちゃんと考えなきゃ。彩世がちゃんと覚悟して、本当になりたいものがみつかったら。そしたらお母さん、全力で応援するから。
彩世　・・・うん。

母　焦って決めなくていいけど、ちゃんと考えなさいよ？あの紙、もうすぐでしょ？
母、食卓を持って去る。
彩世　私は最近夢を見ない。夢をみない代わりに母と夢の話をした。私の「覚悟」・・・確かに母の言うとおりかもしれない。私は絵を描くのが好きだ。でも覚悟はまだ持てない。それが今の私なんだ。・・・決めた。私はこの道で行く。秋恵にちゃんと話さなきゃ。（去る）
第６場〔現実　学校〕

学校は文化祭の準備に追われている様子。資材を運んだりしている。制服は冬服。美空と秋恵、いつものベンチに座っている。秋恵は、紙を持っている。

美空　うー寒い！寒くなったねえ。

秋恵　・・・。
美空　元気ないよ？
秋恵　そんなことないよ。（元気ない）
美空　今日は部活じゃないの？ 

秋恵　今日は休み。
美空　もうすぐ文化祭なのに？絵は完成したの？
秋恵　もういい、あんなの。
美空　・・・。（無言）
秋恵　・・・。（無言）
美空　まだケンカしてるわけ？
秋恵　ケンカじゃないけど。
美空　まあね、秋恵と彩世はずっと一緒だってうちらも思ってたから。裏切られた気持ちはわからないでもない。
秋恵　裏切られたとか、そういうんじゃない。
美空　でも、怒ってるじゃん。
秋恵　怒ってない。彩世ちゃんが決めたことで私が怒る筋合いはない。
美空　それはわかってるんだ。
秋恵　うん。
美空　じゃあ何なのよ。
秋恵　美空ちゃんは寂しくない？
美空　何が？
秋恵　千早ちゃんは今日も部活。
美空　うん、たぶんね。
秋恵　彩世ちゃんもこなくなった。

美空　急にガリ勉になったね。
秋恵　ここにくれば四人でいられたのに。みんな来なくなった。
美空　しょうがないじゃん。みんな忙しいんだから。
秋恵　寂しくないの？
美空　どうしたの？秋恵なんか変だよ？
千早、ジャージ姿で出てくる。
千早　やっぱりここにいた！
秋恵　千早ちゃん。
美空　部活じゃないの？
千早　今やってる。それがさ、さっき先生が秋恵のこと探してたんだよ。でさ、ここにいるかなって思って。
美空　なんだろう？行ってくれば？
秋恵　いいよ。
千早　何で？
秋恵　何の用かわかってるから。（手の紙を見る）

千早　何？その紙。
秋恵　進路希望調査。

千早　え、まだ出してなかったの？せっかく呼びにきたんだから早く行きなよ。

秋恵　放課後に千早ちゃんがここにいるの、久しぶりだね。
千早　そうかな？
秋恵　久しぶりだよ。いっつも部活じゃん。
彩世、かばんを持って出てくる。
彩世　秋恵！
秋恵　・・・。
美空　あれ？今日は塾じゃなかったの？
彩世　秋恵、どういうこと？
秋恵　・・・。
彩世　なんで？せっかく描いたのに。
美空　どうしたの？
彩世　あの絵、文化祭に出さないって、何で？
秋恵　・・・ごめん。

彩世　私のせいだよね？

秋恵　・・・（首を振る）

彩世　怒ってるんでしょ？だからあの絵も嫌になったんでしょ？

秋恵　・・・（首を降る）

彩世　じゃあ、何で？
秋恵　・・・みんな私を置いていかないで。

彩世　え？置いていかないよ？

秋恵　千早ちゃんも。彩世ちゃんも。私を置いていく。
千早　私も？

秋恵　彩世ちゃん、前に絵の話、したよね。同じ景色でも、彩世ちゃんと私は違うものを描いてるって。

彩世　うん。

秋恵　みんな違う景色見てる。私と違う景色を見てる。
千早　・・・秋恵だって、
秋恵　（さえぎって）私には何にもない。みんないつの間にか進んでる。どんどん前に進んでる。
千早　秋恵だってそうだよ。

秋恵　・・・私だけ進めない。（手の紙を見て）希望調査にも何にも書けない。

美空　原田学園じゃなかったの？
秋恵　だって彩世ちゃんがあきらめるんだよ？私にできっこない。

彩世　秋恵はあきらめることないよ。絵、好きでしょ？

秋恵　どうなのかな。

彩世　描いてて、楽しいんでしょ？

秋恵　わからない。それもわかんなくなっちゃった。

彩世　じゃあ何で一緒に原田学園行こうねって言ってたの？

秋恵　彩世ちゃんがいたからだよ！彩世ちゃんが誘ってくれたから美術部に入った！絵も楽しかった！彩世ちゃんがいない学校に行ったって意味無い。彩世ちゃんにできないなら、私にもできないよ。
千早　彩世のせいにすることじゃないでしょ？秋恵。

秋恵　わかってる！

千早　じゃあ何なのよ！

美空　ケンカしないで。美空がいるじゃん！毎日暇だし、いつでも相談に乗れるよ？高校だってもっと気楽にさ、好きなことやりにいけばいいんだよ。

秋恵　そんなのいやだ。

美空　嫌なら美術だってやめちゃえばいいじゃん。またやりたいこと見つければさ。人生これからだって。

秋恵　美空ちゃんみたく、いい加減に生きたくない。

千早　その言い方はないでしょ？秋恵！

彩世　言い過ぎだよ。

秋恵　わかんないよ。二人には！才能もあって頭もよくて。中途半端な私のことなんてわかんないよ！
間

千早　秋恵だってわからないよ。すごくすごく考えた、私の気持ちなんてわからない。きっと彩世も考えた。でしょ？
彩世　相談しなかったのはごめん。でも最後まで私、迷ってた。
千早　秋恵はまだ考えてない。ちゃんと自分で決めてない。誰かにくっついて、何にも自分で選んでない。
秋恵　・・・一本道なんか嘘だ。

美空　え？道？

秋恵　一本道なんかなかった。みんなバラバラになってく。みんないつの間にか違うとこ見てる。ちがうとこに向かってる。

千早　秋恵だってそうしなきゃ。
秋恵　そうしたいよ！でも、今さらどうしたらいいの！みんな先に行っちゃってる。みんな・・・置いていかないで・・・。
第７場〔夢　秋恵〕

音楽。泣き続ける秋恵。友人たち去る。黒い服を着た人々、舞台の後ろに整列。

声　秋恵さん！始まるよ！

秋恵　あ、はい。（ルーレットを回す）３。１、２、３。

黒服１　「学校に行く途中で、かわいい迷子の子猫ちゃんと出会った。おうちを探すので一回休み」

ネコ　（猫になって）ごろにゃーん。

秋恵　かわいくない。

ネコ　（怒って）にゃー。

秋恵　はいはい。あなたのおうちはどこですか？

ネコ　しらにゃい。

黒服２　「子猫ちゃんを交番に連れて行った。犬のお巡りさんが困って泣いてしまった。慰めるのに時間がかかる」

イヌ　わんわんわわーん。

秋恵　えー。どうすればいいの？

ネコ　にゃーん。

秋恵　とりあえず、おすわり。

イヌ　わん。（おすわりをする）

秋恵　お手。

イヌ　わん。（お手をする）

秋恵　おまわり。

イヌ　（敬礼して）本官はお巡りであります。

秋恵　なんなのよ～。あの、迷子なんですけど。

イヌ　じゃあ、一緒に探すワン。本官に任せるワン。あんたも一緒にくるワン。

黒服３　次、秋恵ちゃんだよ～。

秋恵　はいはい。（サイコロをふる）１。えー、いち～。

黒服４　「ここは森の中。オオカミさんに出会う」

オオカミ　がおー。げへへへ。

秋恵　やだ！変態！

黒服５　「怖いから逃げよう。４マス進む」

秋恵　やった。１、２、３、４。

黒服６　「オオカミさんに追いつかれた。絶対絶命のピーンチ！」

オオカミ　お嬢ちゃん、お待ちなさい。かわいいねえ。食べちゃうぞお。

秋恵　やだ！助けて！

イヌ　ちょっと待ったわん！

秋恵　犬のお巡りさん！

イヌ　この森の安全はおいどんが守る！

黒服７　「見栄をきった犬のお巡りさん」

オオカミ　ああ？なんだこら？

黒服８　「メンチをきった変態オオカミ」

黒服全　「オオカミさんと犬のお巡りさんの戦いだ！」

レフェリー　え～、あ～おコ～ナ～森の荒れくれもの～おおかみ～。

オオカミ　がおー。げへへへ。

レフェリー　対する～あ～かコ～ナ～町を守る～犬のおまわり～。

黒服９　あお～～～～ん！

セコンド「両者～見合って～見合って～ファイッ」（ＳＥカーン）

オオカミと犬のお巡りさんの戦いが始まる。周囲の人々、応援する。

秋恵　お巡りさーん、頑張って～。

ネコ　にゃーん。

　あっさりと勝ったのはお巡りさん。

秋恵　やったー。

ネコ　にゃーん。

イヌ　あおーん！
オオカミ　覚えてろよ！（逃げる）

黒服１０「激闘に勝ったお巡りさんに、迷子の子猫ちゃん一目惚れ」

ネコ　にゃん。（かわいく）

イヌ　くう～ん。（照れる）

黒服１１「二匹はめでたくゴールイン！ハネムーンに旅立った。お見送りに行くので一回休み」

秋恵　ええ～また休み～？てか、何してんだろう、私。

黒服１２　菱川さん、ルーレット回してください。

秋恵　え、もういいの？よし。（回す）やった。６！（６歩進もうとする）

黒服全　「ストップ」

秋恵　なんで？

黒服１３　「ここまでです」

秋恵　ここまで？

黒服１４　「ここから先は、勝手に進んでください」

黒服全　「あなたの自由です」

黒い服の人々全員去る。このあとは声だけ聞こえる。

秋恵　え、ちょっと待ってよ。こんなところに一人にしないで。

　　　・・・だれかいないの？・・・お巡りさん！戻ってきてよ。道がわからないよ！

声　「進んでください」

秋恵　お巡りさん、助けて！

声　「進んでください」

秋恵　猫でもいいよ。・・・オオカミでもいいから・・・だれか戻ってきてよ！

声全　「進んでください」

秋恵、下手の方に進む。下手前方に、彩世がいる。

秋恵　彩世ちゃん。よかった。道に迷っちゃって。ねえ、そっちに行けない。どうしたらいいの？

彩世、１人で勉強をしている。黒服が壁になり声は届かない。

秋恵　彩世ちゃん、怒ってるの？ごめんね、ひどいこと言ったから。・・・だめだ。

秋恵、戻って今度は上手の方に進む。上手前方に、千早がいる。

秋恵　千早ちゃん。ねえ、千早ちゃん。そっちに行けないよ。

千早、１人で走っている。黒服が壁になり声は届かない。

秋恵　千早ちゃんも怒ってるの？ごめんね。ひどいこといっちゃった。・・・あ、待って。置いていかないで。

千早、走って去る。秋恵戻る。下手後方に美空がいる。

秋恵　美空ちゃん。

美空　秋恵。

秋恵　美空ちゃん聞こえるの？ごめんね。本当にごめんね。

美空　秋恵。（上手を指す）

秋恵　え？

美空　秋恵はあっち。

秋恵　怒ってるの？

美空　こっちは美空。秋恵はあっち。

秋恵　占い？

美空　占いってさ、道しるべなんだよ。
秋恵　道しるべ？
美空　そう。明日のことは誰にもわからない。そんな先を照らしてくれる道しるべ？たまにはいいでしょ？占いも。（去る）

秋恵　待って！・・・あっち？
第８場〔夢　おばあちゃん〕

秋恵上手に進むと、黒服たち消える。いつの間にか下手には秋恵の祖母がいる。上手から秋恵が出てくる。２人が出会うと照明が変わる。

秋恵　おばあちゃん？

祖母　秋恵ちゃん。

秋恵　おばあちゃんだ！（抱きつく）

祖母　・・・ずいぶん久しぶりだね、秋恵。会いたかった。

秋恵　おばあちゃんと話したかった。（泣く）
祖母　どうしたの。

秋恵　私、わからなくなっちゃって。

祖母　何が？

秋恵　全部。

祖母　全部？

秋恵　何が好きで、何が楽しくて、何がしたいか、全部全部わからなくなっちゃった。

祖母　秋恵ちゃんは、絵を描くのが好きだったじゃない。

秋恵　おばあちゃん、好きって何？楽しいってこと？描いても描いても楽しくない。絵を見るだけで苦しいよ。
祖母　いつから？

秋恵　ケンカしてから。
祖母　お友達？

秋恵　彩世ちゃんっていってね、一緒に描いてた友達。もう辞めちゃうんだって。
祖母　きっと、寂しいんだね。

秋恵　寂しい？

祖母　一人で怖いんだ。

秋恵　うん。

祖母　よーく考えるんだよ。

秋恵　考えてる。

祖母　もっと。もっともっと。深くまで。うーんと考えた？

秋恵　（首をふる）

祖母　絵を描いて嬉しかったことはどんなこと？

上手後方に、黒い服を着た小学校時代の秋恵と先生が出る。

先生　「小学生絵画コンクール、金賞　菱川秋恵」（賞状を渡す）

祖母　そうだったね？賞をいただいてきたね。表彰状がうれしかったの？

秋恵　ちょっと違う。

上手前方に、小学校時代の秋恵が絵を持って出る。

小学生秋恵　おばあちゃん、絵描いて！

祖母　いいよ。秋恵ちゃんも一緒に描こう。おばあちゃん教えてあげるから。

秋恵　そうだ。おばあちゃんが教えてくれたんだ。

小学生秋恵　おばあちゃん、これあげる！（絵を渡して）

祖母　ありがとう。うわあ、いい絵を描いたねえ、秋恵ちゃん。

小学生秋恵　おばあちゃん、嬉しい？

祖母　うん。嬉しい。おばあちゃん、元気になっちゃうよ。

小学生秋恵　また描いてくるね！待っててね、おばあちゃん。

秋恵　おばあちゃんが笑ってくれるのが嬉しかった。

祖母　たくさん描いてくれたから。元気な絵を。何枚も何枚も。

秋恵　全部飾ってくれたね。額に入れて壁に貼って。

祖母　毎日眺めたよ。元気になっちゃった。

秋恵　そうだ。そうだった。おばあちゃんの笑った顔が見たかったんだ。

祖母　いっぱい笑顔にしてくれたよ。

秋恵　そうかな？

祖母　そう。それが秋恵ちゃん。
秋恵　それが私？
祖母　おばあちゃんにくれた気持ちはまだ消えてない。秋恵の中にちゃんとあるはずだよ。

秋恵　気持ち・・・。

祖母　そう、秋恵の優しい気持ち。その気持ちは何があっても大切にしなきゃ。それだけは見失わないで。

秋恵　友達にひどいこといっちゃった。

祖母　謝らなきゃね。

秋恵　うん。ちゃんと謝る。おばあちゃん、私、謝らなくちゃ。

祖母　道は見つかった？

秋恵　それは・・・。

祖母　秋恵はどうしたいの？

秋恵　何になりたいかはまだわからない。でもどんな人になりたいかはわかった。

祖母　それでいいんだよ。どんな大人になるんだろうね。絵を描いても描かなくてもいいんだよ。生きたいように行けばいい。秋恵らしくね。

秋恵　・・・うん！ありがとう。

祖母　うん。

秋恵　ねえ、おばあちゃん、そういえばいつ退院したの？

祖母　こないだね。

秋恵　何か若返ったね。
祖母　そう？
秋恵　元気になったんだからさ、今度お父さんたちと一緒に旅行行こうよ。見せたいところがあるんだ。

祖母　嬉しいね。どんなとこ？

秋恵　一本道。先が見えないくらい続く、まっすぐな一本道。良い景色だよ。おばあちゃん、きっと好きだよ。

祖母　いいねえ。・・・だけど、おばあちゃんは、いいよ。

秋恵　え、なんで？行こうよ。

祖母　おばあちゃん、もうずーっと歩いてきたよ。さ、もう大丈夫だね。そろそろ行かなくちゃ。（立ち上がる）

秋恵　え？もう？
祖母　秋恵ちゃんは、あっち。（前を指す）さあ、見送ってあげようね。（舞台中央奥に向かって歩いていく）

秋恵　（抱きついて）また会えるよね？

祖母　見てるよ秋恵ちゃん。応援してるよ、ずっと。

音楽。バックサス。光の中で歩き出す秋恵。やがて暗転。
第９場〔現実　学校〕

明転すると、彩世、千早、美空が出ている。朝の登校中。

三人　秋恵。

秋恵　待っててくれたんだ。

千早　今日こそ、出しに行けるんだ？

秋恵　うん。

美空　決めたんだ。結局どこにしたの？

秋恵　内緒。

千早　えー、親友じゃん！教えようよ。

秋恵　合格したらね！

千早　秋恵だけ秘密なんてずるいー。

彩世　秋恵、これも出すってことでいい？（絵を見せて）

秋恵　うん、もちろん。ごめんねわがまま言って。

彩世　私も気に入った。こっちのほうがいいよ。

美空　なになに？何か変わったの？

秋恵　うん。ここ見て。

千早・美空　あ。

美空　道しるべか。
千早　何か描いてある。

彩世　こっちが私。
秋恵　こっちは私。どうかな？
彩世　この真ん中がスタート地点ってことで。

千早　ここから始まるんだ。
美空　いいね。うん。

秋恵、ある方向を指さす。秋恵の意図を察した三人も、それぞれ別の方向を指さす。

秋恵　私たちの「分岐点」。

彩世　いい絵になったね。秋恵。

秋恵　うん！

再度絵を見、やがて笑顔で前を向く四人。音楽が高鳴る。幕。

　

Ｓｏｍｎｉｕｍが見せた。
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